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吉
代
印
度
に
於
け
る
援
魂
翻
概
念

坂長

ふ

γ
J

」ノ

f古}

夫

印
度
最
古
の
文
献
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
@
サ
ン
ヒ
タ

i
dに
そ
初
め
と
す
ゐ
現
仔
の
主
要

な
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
に
よ
っ
て
、
古
代
印
ぃ
肢
の
鎮
魂
観
念
と
そ
の
後
展
の
一
斑
そ
知
っ

て
み
よ
う
。
併
し
橡
め
弐
の
一
挙
買
な
考
慮
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
伝
い
。
郎
ち
、

現
存
の
文
献
は
そ
の
官
時
存
し
て
ゐ
に
と
想
像
さ
れ
る
も
の
に
政
べ
て
樹
め
て
小
部

分
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。
安
一
)
廷
に
こ
れ
は
特
殊
の
階
扱
i
l
J即
ち
、
婆
持

門
(
ぴ
吋

MEgm凶
門
戸
内
凶
〉
階
級
一

i
!の
人
々
に
よ
り
例
作
或
は
稲
川
刊
さ
れ
、
体
承
さ
れ
に

こ
と
か
}
考
へ
れ
ば
、
そ
の
山
口
同
時
、
こ
れ
以
外
、
一
般
の
人
々
の
問
に
、
ど
れ
判
明
多
く

の
、
又
ど
れ
程
兵
つ
に
思
想
、
か
支
配
し
て
ゐ
に
か
、
殆
ん
ど
想
像
が
不
可
能
で
あ
ら

う
。
若
々
の
得
し
得
べ
き
こ
と
は
、
ん
処
も
同
夜
、
院
大
な
地
域
の
い
底
々
に
散
布
す
る

僅
か
な
火
の
光
冶
結
び
令
は
せ
て
、
そ
の
み
一
踏
の
地
形
ぞ
想
像
す
る
様
な
も
の
で
、

利
用
し
得
る
文
献
の
併
特
に
北
九
一
い
て
、
出
来
る
冗
け
桔
他
安
九
%
と
思
は
れ
る
目
出

身
作
り
L
L

げ
る
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の

E
Z
の
硲
惟
安
常
な
ら
ん
こ
と
身
欲

し
て
も
、
資
料
の
取
扱
ひ
方
や
こ
れ
や
構
成
す
る
者
の
文
場
に
防
ひ
、
多
粍
多
様
と

な
り
得
る
の
で
あ
る
。

以
下
に
述
べ
よ
う
と
す
る
読
魂
概
念
に
就
い
て
も
、
文
献
の
碕
ん
ど
総
て
が
、
特

に
こ
れ
在
封
象
と
し
て
ゐ
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
話
一
に
不
明
瞭
な
鮎
の
多
い
の
も
止

む
沿
得
な
い
。
こ
の
不
明
瞭
な
騎
も
化
、
現
在
に
お
け
る
未
開
民
族
の
諜
塊
観
念
と
の

類
似
性
に
よ
り
柏
は
う
と
す
る
試
み
、
例
へ
ば
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
霊
魂
観
念
に
田
中
乙
内

な
る
要
素
が
認
め
ら
れ
、
未
開
民
族
の
そ
れ
に
乙
内

γ
な
る
要
素
が
存
す
る
時
、
前

北
大
文
山
学
部
紀
姿

者
に
も
丁
な
る
恋
心
識
が
あ
っ
七
と
推
論
す
る
が
如
き
見
解
に
は
、
(
一
一
)
前
者
が
文
化

の
税
皮
に
於
て
兆
一
に
具
り
、
時
代
的
に
禅
一
め
て
距
た
っ
て
ゐ
る
の
に
鑑
み
、
や
L

括

合
会
ぞ
欠
く
む
の
が
あ
る
。
併
し
、
こ
の
前
朽
の
比
較
研
究
は
興
味
あ
り
、
又
、
大
い

に
参
考
と
な
る
事
は
一
一
一
円
そ
侠
た
な
い
。

さ
て
、
ヴ
ェ
ー
ダ
に
お
け
る
箆
或
は
、
そ
の
末
期
に
展
開
さ
れ
た
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ

ド
の
党
我
設
で
は
、
字
山
市
の
本
躍
に
る
党
ハ

Z
5
5
8
)
と
一
如
に
る
べ
き
人
間
の

本
質
1
1
2
偶
人
我
色
丹

B
m
5
0
2
5
p
h
g
)
に
相
官
し
、
又
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ

ド
以
来
、
殆
ん
ど
総
て
の
折
口
卒
、
宗
教
の
諸
汲
に
採
用
さ
れ
、
印
皮
思
想
の
基
調
々

な
し
て
ゐ
る
輪
組
訟
で
は
、
業
ハ

W
2
5
8
)
必
持
っ
て
一
一
一
世
に
騨
生
必
続
け
る
輪
則
的

の
主
鵠
今
日
出
ぬ

m
H
J
S
E
E
P
ぉ
2・
hH唱
え
の
'
)
に
該
蛍
す
る
。
そ
れ
故
斯
様
な
賠
か
ら

も

、

古

代

印

度

の

日

明

か

に

す

る

事

は

、

印

度

背

祭

、

の

理

解

に

掛

め
て
必
要
で
あ
る
。

，:-

求
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故
古
の
文
献
リ
グ
翁
ヴ
ェ
ー
ダ
は
後
計
一
の
印
民
間
山
川
山
@
文
化
の
源
流
沿
な
す
も
の

で
あ
の
々
が
、
そ
の
関
心
は
常
に
現
牡
に
あ
つ
に
。
人
々
は
設
歌
ぞ
一
過
じ
、
紳
に
希
ふ

思
ム
訟
は
、
一
地
常
、
極
め
て
現
究
的
も
兵
組
的
で
あ
る
o
l
-
-印
ち
も
一
次
系
・
土
地
・

長
話
@
子
品
等
身
授
け
る
官
す
み
そ
希
ひ
、
勢
力
の
獲
得
。
地
伎
の
向
上
e

怨
敵
の
屈
販

会
新
ゐ
。
隣
っ
て
、
そ
の
性
質
上
、
露
魂
観
念
の
理
解
に
資
す
る
も
の
は
少
い
。
何

故
な
ら
ば
、
人
は
現
質
生
活
に
於
て
は
、
そ
れ
程
謹
魂
の
存
在
冶
強
く
意
識
す
る
こ

と
な
く
、
そ
れ
に
封
し
鋭
く
反
省
す
る
こ
と
も
無
い
。

k
y
読
魂
の
内
鑓
に
於
け
る

存
在
が
脅
か
さ
れ
に
り
、
又
は
、
そ
れ
が
肉
鵠
在
去
っ
て
し
ま
っ
七
と
考
へ
ら
れ
る

時
、
部
ち
、
人
が
瀕
死
の
童
約
に
陥
り
、
意
識
冶
突
っ
て
し
ま
っ
た
時
、
又
は
死
ん

五
時
に
於
て
、
損
魂
に
封
し
、
反
省
が
話
さ
れ
も
考
察
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
随

っ
て
諮
歌
と
し
て
は
、
病
人
の
子
一
h
m
b
一
航
る
も
の
、
死
者
の
葬
儀
に
関
職
一
せ
る
も
の

等
に
於
て
、
こ
れ
沿
窺
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
併
し
乍
ら
、
こ
れ
に
依
っ
て
必
ず

し
も
統
一
し
に
、
矛
盾
の
無
い
概
念
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
く
と
も
、

仮
令
リ
ゲ
@
、
ヴ
ェ
ー
ダ
で
肉
轄
と
精
神
と
が
峻
別
さ
れ
な
か
っ
に
に
じ
ろ
‘

人
間
の



古
代
印
九
段
に
於
け
る

一
げ
え
し
い
4

・

ふ
A
一
斗
斗
ノ

死
後
、
内
館
は
治
一
蹴
し
て
も
‘
そ
の
人
の
本
質
、
か
の
静
で
、
不
同
に

存
続
す
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
‘
般
人
予
人
は
死
な
な
く
と
も
、
瀕
死
の
重
病
に
問
問
つ
士

際
な
ど
、
そ
の
精
斡
(
B
m
g
g
意
)
は
肉
日
時
間
K
M
1

離
れ
て
遠
方
在
訪
怯
ふ
も
の
と
み

ら
れ

t
。
(
?
?
J
)

そ
こ
で
、
こ
の
議
魂
概
念
に
就
い
て
知
マ
笠
間
に
、
先
づ
リ
グ
・
ヴ
ェ
i
ダ
の
来
世

相
制
そ
一
臨
み
て
お
か
う
。
こ
の
時
代
に
は
火
葬
(
開
門
)
と
並
ん
で
土
葬
主
)
よ
り
あ
つ
に

様
で
あ
る
が
、
前
者
が
、
主
と
し
て
行
は
れ
、
こ
れ
が
死
者
に
と
っ
て
、
他
界
に
遣
す

る
最
も
武
日
一
迎
な
方
法
で
あ
っ
士
。

死
韓
は
特
別
に
設
け
ら
れ
に
場
蕗
に
於
て
、
一
定
の
規
定
に
基
き
、
火
葬
に
附
せ

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ア
グ
ニ
ハ
〉
ぬ
昆
火
)
(
六
)
紳
が
そ
の
死
嘘
ぞ
回
目
と
共
に
他

界
へ
運
ぶ
。
部
し
て
共
に
焼
か
れ
に
山
平
等
の
犠
牲
訟
が
そ
の
先
導
者
と
な
り
、
佐
山

中
死
者
は
プ
i
シ
ャ
ン
(
℃
忠

mHM〉
紳
(
七
)
に
よ
り
護
衛
さ
れ
、
又
サ
ヴ
ィ
ト
リ

(
閉
山
堅
持
む
紳
(
八
)
に
導
び
か
れ
て
ゆ
く
と
も
一
疋
は
れ
、
或
は
河
そ
渡
り
、
(
九
)
そ
の
泣

は
速
く
怠
け
く
、
人
間
の
先
制
ヤ
マ

(JEHHS〉(一
O
)
が
初
め
て
父
秘
ハ
一
一
u

の
士
め

に
こ
れ
ぞ
拓
き
、
又
、
一
一
匹
の
犬
サ
!
?
メ
!
ヤ
〈
恋
5
5
4
m
ろ
(
一
一
一
J

が
こ
れ
を
守

備
す
る
と
え
は
れ
る
。
〈
一
一
一
一
)

こ
の
死
者
の
患
の
趣
く
悦
界
は
同
々
な
名
で
呼
ば
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
国
有
の

名
前
は
山
県
へ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
如
く
、
二
号
善
業
者
の
於
界
二
ち
と
し
て
、
不

械
の
光
明
あ
り
、
太
践
の
置
か
れ
た
る
牡
界
、
(
二
ハ
)
天
宗
一
の
中
央
に
在
り
、
最
高
天

に
在
り
、
第
二
一
天
、
或
は
不
減
の
光
明
あ
る
天
の
幽
所
こ
さ
と
い
は
れ
、
又
、
時
に

天
ぞ
一
一
一
歩
に
し
て
渉
る
と
い
ふ
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
(
己
申
合
同
)
紳
(
一
八
)
の
込
跡
と
ち
関
職

し
、
一
料
に
敬
虚
な
ゐ
も
の
は
好
ま
し
き
住
居
‘
グ
ィ
シ
ユ
ヌ
の
最
高
の
足
跡
に
於
て

山
楽
し
む
と
一
五
は
れ
て
ゐ
る
。
ハ
一
主
特
に
一
冗
来
そ
れ
が
太
陽
又
は
そ
の
光
明
と
密
接
な

関
係
が
あ
る
事
は
、
(
一
一
巴
後
の
ワ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
に
於
け
る
解
脱
者
の
吹
界
と
の
関

職
に
於
い
て
注
目
に
佑
ひ
す
る
。

こ
の
世
界
で
は
、
ャ
?
及
び
ヴ
ア
ル
ナ
ハ
〈
出
回
回
目
v
m
w
)
紳
(
一
一
一
)
が
王
と
し
て
対
臨

し
‘
死
者
は
こ
こ
で
再
び
、
新
し
い
、
而
も
生
前
に
於
け
る
様
な
如
何
な
ゐ
欠
陥
も

無
い
完
全
な
り
心
身
校
在
探
り
、
(
¥
一
一
一
)
父
に
一
九
合
し
、
読
神
及
び
制
作
監
と
共
に

永
遠
の
歌
山
中
市
の
生
活
(
二
一
一
…
)
毎
怠
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
リ
グ
。
ヴ
ェ
ー
ダ
に
於
け
る

死
後
の
秋
田
介
は
現
秋
に
却
し
て
お
内
へ
ら
れ
に
理
想
的
生
活
で
あ
り
与
が
)
こ
こ
に
到

る
に
は
段
桜
な
み
平
日
行
公
向
。
何
M
m
)

身
、
な
す
も
の
も
純
一
坊
で
生
命
ぞ
賦
し
て
間
ふ
勇

者
の
報
い
(
二
五
)
と
さ
れ
ョ
或
は
祭
犯
と
一
日
行
c-
六
)
と
に
よ
り
特
に
前
者
、
部
ち
祭
記

に
於
い
て
充
分
な
布
施
冶
な
し
た
者
の
報
い
で
あ
り
勺
と
は
い
れ
る
。

然
し
一
方
も
悪
人
の
死
後
趣
く
於
界
や
如
何
に
考
へ
た
か
。
汀
ソ
ゲ
@
ヴ
ェ
i
グ
に

説
に
後
併
の
様
な
地
械
の
汚
へ
が
あ
っ
に
か
否
か
は
、
多
く
の
議
論
の
あ
る
所
で
あ

為
が
も
併
し
少
く
之
句
、
惑
人
の
た
め
に
地
ド
に
何
等
か
の
沢
界
在
考
へ
て
法
大
事
は

推
知
さ
れ
ゐ
。
即
ち
彼
等
に
は
深
い
場
虫
、
(
一
一
七
)
無
関
の
穴
(
一
一
ろ
が
考
へ
ら
れ
、

f

ン
ド
-
ア

(zeeろ
紳
と
ソ
i
?
(
3
0
5
5
紳
に
到
し
て
は
「
忠
人
在
深
淵
に
‘
底

な
き
問
m
一
一
…
に
栴
し
給
へ
。
共
虎
よ
り
彼
等
の
一
人
と
雌
z
b
出
で
米
ら
ざ
ら
む
が
た
め

に
。
」
ハ
リ
グ
・
ヴ
デ
B
E
S
o
t

ダ
七
@
一

O
悶
@
一
一
一
〉
と
の
祈
願
が
捧
げ
ら
れ
て
居
る
。

併
し
、
い
づ
れ
に
し
て
点
、
明
時
に
こ
れ
に
開
設
し
て
ゐ
る
何
庭
は
未
だ
無
い
の
で

あ
る
が
、
ア
タ
ル
ヴ
ア
@
ヴ
ェ
ー
ダ
に
な
る
と
、
明
か
に
天
界
、
又
は
ヤ
?
の
王
問

(
u
d
B
誌
と
宮
)
に
封
し
専
問
m一
…
界
と
し
、
地
獄
サ
一
界

(
E
E
]
S
E
E
M
-
H
)
に…一一口及

し
、
(
三
九
)
そ
こ
で
の
刑
罰
と
し
て
の
背
じ
み
の
一
端
ぞ
示
し
て
ゐ
る
。
(
一
一
一
O
)

以
上
に
よ
り
、
リ
ノ
グ
②
グ
ェ
i
ダ
で
他
界
に
お
け
る
死
者
の
む
一
魂
が
、
宛
も
生
前

の
姿
と
同
じ
く
考
へ
ら
れ
、
共
ぃ
庭
で
の
生
活
必
充
分
亨
受
し
得
る
た
め
に
は
現
世
一
に

お
け
る
的
人
的
存
布
の
連
総
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
何
等
か
の
形
で
総
て
の
感
史
料
伶

官
や
共
有
し
、
パ
オ
一
一
)
会
一
艦
、
か
微
細
な
物
質
よ
り
成
り
え
三
二
二
宛
も
悼
の
如
く
(
一
一
二
一
一
)
風

の
如
く
、
三
一
回
)
或
は
影
の
様
な
も
の
(
一
一
一
さ
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
に
と
思
は
れ
る
。
ハ
古
代

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
に
五
る
ま
で
、
物
質
的
な
も
の
と
精
神
的
な
も
の
と
の
相
具
は
、

粗
大
な
ゐ
物
質
と
微
細
な
る
物
質
と
の
相
具
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
に
。
(
三
六
)
〉

然
も
、
こ
の
節
的
存
花
に
封
し
て
は
一
定
の
名
様
は
な
く
、
葬
送
の
儀
般
に
お
い

て
は
死
者
そ
の
も
の
又
は
そ
の
代
名
前
々
以
て
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。

来
世
観
か
ら
、
以
上
の
様
に
死
殺
の
七
一
惜
が
漠
然
と
考
へ
ら
れ
て
居
た
の
に
到
し
、

-4-



同
時
に
、
死
者
の
内
組
的
精
紳
的
要
素
は
、
こ
れ
に
封
隠
す
る
自
然
界
の
各
嬰
素
へ

と
分
散
す
る
と
い
ふ
考
へ
と
一
一
七
)
が
、
相
互
に
矛
盾
在
感
じ
ゐ
こ
と
な
く
存
在
し
て
ゐ

に
。
部
ち
死
者
に
封
し
ベ
隈
は
太
陽
に
往
け
、
気
息
令
官
話
口
〉
(
一
一
一
八
)
は
風
に
往

け
、
市
し
て
定
め
に
随
ひ

2
E
5
5怖
心
)
天
に
、
地
に
(
往
け
〉
。
或
は
若
し
汝
に

越
す
と
せ
ば
水
に
往
け
。
身
錯
そ
以
て
平
木
に
性
せ
。
」
(
…
一
一
九
)
と
唱
へ
る
。
こ
こ
で

死
者
の
本
質
を
な
す
も
の
、
「
泣
」
の
内
内
科
は
何
で
あ
る
か
明
か
で
な
い
が
、
何
か

或
る
接
的
な
も
の
が
、
ア
グ
ニ
に
依
っ
て
他
界
に
運
ば
れ
て
ゆ
く
と
考
へ
ら
れ
、
身

櫨
の
各
機
能
が
自
然
界
に
分
散
す
る
と
い
ふ
ヲ
」
と
と
何
の
矛
前
も
感
じ
な
か
っ
に
ら

し
い
。
そ
し
て
こ
の
霊
的
な
も
の
は
、
夢
胸
中
に
於
て
も
、
ま
に
笈
病
の
際
に
も
、

内
競
沿
去
っ
て
自
由
に
訪
悼
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
こ
れ
が
特
紳
作
用
又
は
生
命

の
山
中
心
を
な
し
て
ゐ
る
と
若
な
さ
れ
て
ゐ
七
。
以
下
、
汁
ソ
グ
-

J

ソェ

i
ダ
を
中
心
と

し
て
も
こ
れ
か
}
表
は
す
主
な
語
に
就
い
て
そ
の
内
芥
ぞ
考
察
す
る
事
に
依
り
、
感
魂

概
念
冶
明
か
に
し
て
み
七
い
。

リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
で
も
、
銃
に
呼
吸
が
生
命
に
最
ち
重
要
な
も
の
と
考
へ
ら
れ
た

に
め
、
こ
れ
や
意
味
す
る
プ
ラ

l
ナ
(
官
か
官
同
)
、
ァ

i
ト
マ
ン
ハ
と

B
山
口
可
ア
ス

(
窓
口
〉
等
は
同
一
時
に
、
生
命
、
生
命
原
理
そ
も
拘
す
Q

こ
の
う
ち
プ
ラ

i
ナ
は
、
元

来
、
呼
気
、
呼
吸
冶
指
し
、

i

i
プ
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
で
も
同
様
i
1
1全
く

生
政
的
立
味
に
用
ひ
ら
れ
、
{
子
市
的
の
夙
に
劉
躍
し
、
死
後
ヲ
」
れ
に
融
合
す
る
。
(
向
。
)

ア
タ
ル
グ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
以
後
、
次
第
に
重
要
性
そ
増
し
、
偶
人
の
生
命
そ
の
も
の
，

生
活
器
官
中
の
最
勝
お
一
)
の
も
の
と
み
ら
れ
、
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
で
は
ハ
複
数
に

て
)
諸
感
党
器
官
と
し
て
、
死
時
内
鵠
在
去
る
個
人
我
の
一
要
素
み
そ
構
成
し
て
ゐ

る
。
(
円
二
)

宇
宙
或
は
倒
人
の
木
氏
と
し
て
、
ウ
パ
一
一
シ
ャ
ツ
ド
忠
排
に
お
け
る
中
心
概
念
そ

な
し
て
ゐ
る
ア
ー
ト
マ
ン
は
最
ち
古
く
プ
ク

1
ナ
と
全
く
同
様
呼
吸
殺
意
味
し
(
円
一
一
一
)

自
然
現
象
の
風
〈
4
u
g
u
z
u
d
)
と
封
揮
し
、
〈
内
問
)
更
に
、
生
人
旬
、
活
力
(
凶
悪
人
韓

に
於
け
る
生
活
保
理
、

2
5白
我
、
本
質
糸
工
ぷ
味
す
る
に
不
一
つ
士
。
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ

ド
で
は
ま
た
、
霊
魂
、
個
人
我
と
し
て
業

(
W
2
5
2
)
及
び
〈
機
組
な
る
)
感
莞

北
大
交
問
中
部
紀
研
究

務
ん
日
壮
一
寸
の
保
持
者
と
み
ら
れ
る
。

次
に
ア
ス
(
内
七
)
は
、
呼
吸
か
ら
出
七
訴
の
(
内
略
的
な
〉
生
命
で
、
思
考
‘
感

号
、
意
欲
と
の
開
勝
に
お
け
る
生
命
で
は
な
い
。
プ
ラ

i
ナ
が
動
的
に
考
へ
ら
れ
た

の
に
到
し
、
こ
れ
は
静
的
に
(
内
八
)
考
へ
ら
れ
七
。

是
等
、
呼
吸
か
ら
出
殻
し
七
、
生
命
、
生
前
カ
や
志
味
す
る
一
誌
に
到
し
、
思
考
力

か
ら
出
張
し
た
誌
に
?
ナ
ス

(Bmg勾
?
誌
り

g
gと
が
あ
ゐ
。
思
考
Lr
」
認
識
、
欲

望
と
立
志
.
歓
喜
と
恐
怖
の
依
虎
と
し
て
の
「
こ
こ
ろ
ヘ
精
神
で
あ
る
。
「
汝
の
心

臓
に
位
す
る
、
実
あ
る
小
さ
き
魂
ハ

BmHHgm片
山
)
」
云
々
、
(
開
門
さ
と
あ
る
様
に
、
そ
れ

は
恐
ら
く
最
も
十
日
く
か
ら
心
蹴
に
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
七

0
2
2
立
識
そ
交
っ
た

重
病
人
か
ら
は
マ
ナ
ス
が
去
つ
に
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
惑
か
に
主
ゐ
)
速
く
へ
坊
位
ふ
。

死
者
の
支
配
者
ヤ
?
へ
、
天
と
地
へ
、
海
と
山
へ
、
太
陽
と
峰
へ
と
。
彼
の
マ
ナ
ス

丸
信
人
は
「
此
躍
に
生
き
ん
が
仁
め
も
住
ま
は
ん
が
仁
め
L
呼
び
民
さ
う
と
す
る
。
宝
ミ

ア
ス
の
去
っ
七
(
五
…
一
一
)
場
合
に
も
同
様
で
あ
る
。
更
に
、
生
と
死
と
は
処
々
ア
ス
、
或

は
?
ナ
ス
、
或
は
双
方
が
止
ま
っ
て
ゐ
る
か
、
去
る
か
の
和
泉
(
に
帥
せ
ら
れ
ゐ
。
例

へ
ば
、
い
沢
一
認
を
祈
願
し
て
公
ふ
。
「
汝
の
ア
ス
身
閣
や
棄
て
ざ
ら
む
一
挙
在
、
」
〔
五
円
〉
或

は
、
「
汝
の
?
ナ
ス
は
何
出
胞
に
も
行
く
こ
と
勿
れ
、
欠
す
る
こ
と
切
れ
。
生
け
る
者
よ

り
離
ら
る
こ
と
勿
れ
。
父
組
必
迅
ひ
て
去
る
こ
と
勿
れ
。
」
ハ
ア
タ
ル
グ
ァ
・
ヴ
ェ

i

ダ
八
・
一
・
七
)
。
葬
法
に
際
じ
て
、
生
き
て
ゐ
る
者
に
は
「
彼
等
の
プ
ス
、
ャ
?

に
行
か
ざ
ら
む
事
々
。
」
ハ
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
一
八
・
一
一
一
・
六
二
)
と
、
死

者
に
は
「
汝
の
マ
ナ
ス
は
自
ら
の
い
路
へ
行
け
.
而
し
て
父
組
へ
と
趨
り
趣
け
。
」
ハ
同

-
一
一
一
一
一
〉
と
一
新
ら
れ
る
。
又
「
ハ
苑
は
)
ア
ス
ル
}
父
組
の
も
と
へ
行
か
し
め
た
り
。
」

(
同
・
ニ
七
)
と
。
更
に
、
「
ア
ス
と
な
れ
る
〔
父
組
〕
」
(
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
一

0

.
一
五
・
一
)
と
い
ふ
事
が
一
一
一
円
は
れ
、
ア
ス
の
芯
味
の
決
定
(
五
五
)
に
玄
婆
な
役
割
必

な
す
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、
ア
ス
に
於
て
何
か
試
時
の
様
な
、
風
の
様
な
、
市
ち

S
5
5℃
。
自
己
℃
F
O
H
戸
田
な
接
的
有
花
や
汚
へ
て
ゐ
に
と

2
5烈
像
さ
れ
る
。
そ
し
て

こ
の
時
代
、
寄
人
が
考
へ
る
様
な
諒
魂
に
全
両
的
に
該
賞
す
る
一
古
川
は
無
か
つ
士
に
し

て
も
、
そ
の
判
例
念
は
明
か
に
存
在
し
て
ゐ
七
の
で
あ
っ
て
、
プ
ラ

i
ナ
、
マ
ナ
ス
、

--5 -
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H. Zimmer : Altind. Leben. p. 402) ; cf. 

Mbh. 1， 90， 17 (Hopkins : Rel. of Incl. p. 364) 対立 Q~おそ Q ミミ~'~:!2~渋 Q 必
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( : I() cf. A..¥.l¥1acdonell : lRAS， 1895， pp. 165 ff. ; id. : V日d.l¥1yth.， 

1897， S 17 (: pp. 37-42) 
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告at.br. II， 1， 2， 4; Taitt. 5r. 1， 11， 1， 2 (v. Mbh. III， 42， 32-39) ; Taitt. 
sal]1h. V， 4， 1， 3 sat. br二VI，5， 4， 8. 
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Mヨr込， p. 189， n. 1) X， 5， 1， 4 XI， 4， 3， 20 XI， 5， 6， 9 X， 6， 1， 
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4 ff. >V -J ¥-'夕立と-t'O( 1¥ '':¥ +-~ ~:d..，y人JQ~ -E:立さま iと-.J ¥-' ~1 ~-Gi 0 B~'h. ar. up. 1， 

2， 7 (sat. br. X， 6， 5， 7-8) ; 1， 5， 2 (古at.br. xrv， 4， 3， 7); 1訂， 2，10 

(sat. br. XIV， 6， 2， 10) 

( 11同I?gv.salJ1h‘X， 154， 2-5. 
(!l~く写t宮plirta- I:!gv. sal]1h. X， 14， 8 cf. V首j.sal]1h.XVIII， 64. 
cf. E爪Tindisch:Festgr. an O.v. Bohtlingk， 1888， pp.115-118; M.Bloomfield 
: A1Ph. XVII， pp. 408 ff. 

(11 fJ) ~:!gv. SalJ1h. 1， 154， 3; 1， 125， 5; X， 107，2. 

(行<) l¥gv. salJ1h. IV， 5， 5 (apud Sミya乎a)ミ三一，.. ~ J ~ヰ lifZE44主役 4奇

心。(K.F.Geldner: RV.Ubers. ; F:LOTclenherg: Not巴nCad locumJ経)

(11~) ligv. sal]1h. VII， 104，17. 
01コ¥.t'1L"HT 31 ]1'1. V， '¥)， ~l ， Vl:L， Z， n V， 1ヲフ 1 ff. 
(111 ':) cf. e.g. Taitt. br. II， 4， 6， 6. 
(J!ll1) 人tharvav.s丘中h.V， 19， 3. 
(1!l 1(1) -'<法~t1奨ν~ -Ijよぎ忠，.. :tコ Q 品:みさ芝1'0~ミ>-..1'"'\"" 見?lÿ; Q 窓口さき~~) :t!~~ 
1J'-""-.J ν 必心会的主主総仕Jlか l~'>( -J ~とパ)-\J~~"l (心」ヰ ν~':l ，，~O Atharvav. sal]1h. IV， 

34， 2 ; cf. Ch長nd.up. VI， 5 3. 
(11! g[) til!-!25.守'て市 asu 認ささく守ど「宗務J!2::':!'; 民主京将必j~0 ド f守ゆ

-¥J =~:t2-tヰベj:会，.. JJ-tヰ:t;2pra l).aニニV8YU-¥JE 1， :~ 判長， ~，..対士:2 hauchartig日J

Q-¥J-..J ν や J 心 ~\J 1-1ど。 cf.JiJahldhara ad V;ij. sarph. XIX， 49 (l~gV. sal]1h. 
X， 15， 1) ; aSUl]1 ya iyut; =ye ClSU1)l prヨr.1amjyul)， v?ntmano victarupal]1 

prâptミ ~1 ・

(;11 司送記 Q さ~i喜三;毛糸r--')~~後 (cf. [，'gv. sal]1h. X， 16， 6 Atharvav. 
salJ1h. xvm， 2， 26; etc.) :t;2 ~J Q Schattens巴巴le ピ翌年ゆ-，+Q平 UQ?ご4

Q 忽怒 ~J ，Q~Q~' 岩手 L:gB合 f 、と〉吋:t;2~， (心ヰヰよヨ J ポ¥2iisat. br. X， 4， 

3， 9; II， 1， 3， 4 (II， 1， 4， 9) II， 2， 2， 14. 三!.-J...U 長 4 じさ ~Q 宝4王~Q 必

バ~ Q ，，;01綜認さZ後-i:j.:， 0 (cf. Taitt. br. m， 11， 7， 3 ; Paiic司v.br. XXI， 4， 3) 
Ci111() Chきnd.up. VI， 5. 
(I!I fJ) 不こ2~~h~三ぅi.!:::;.，'~ h__主¥I~ J主主 ti?:士~，~~ Atharvav. Sal]lh， xvrH， 
2， 7 cf.イgγ.s呂l]1h.X， 58， 7; sat. br. X， 3， 3，母校gv.s丘中h.X， 90，13; 

1~ Atharvav. sal]1h. V， 9， 7 Ait. br. II， 6， 13 巡幸OJ.'p ，，;0安吉芸誌ミ2

1窓'主主将 14 〈司選 ~l~ ゆ吋や J どやさコミ~~モヰ必 pa ilcatvam gam (ぜ~!2.t雪+.)-¥.1 ':::c 
ぺ Q ヤ~.8:心 44 的。

(1!11() =prii乎a(S吾y.); =die Seele (Geldner)， cf. 日gv. sal]1h. X， 
90， 13 .¥tharvav. sal]1h. V， 9，7. 
( 1っそ l，<gv.salJ1h. Xヲ 16，13. 

t-
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(巴0) .l.'gv. sal]1h. X， 90， 13; Atharvav. sal]1h. V， 10， 8; V， 9，7. 
(Si 1) pral)asa1pviida， v. Chand. up. V， 1，6-12; Brh. ar. up. VI， 1， 
7-13 ; Kau$ up. II， 14， cf III， 3; Ait. ar. II， 1， 4 ; Pra~. up. II， 2-4. 
(思 11) Brh. ar. up. IV， 4， 1-2 (=sat. br. XIV， 7， 2， 1-3) i2!.J' 
uヰ包装怠栴Q (~-<)認ピ:ti~ミと~f:j ';-\J~さ町長時 o cf. Brh. ar. up. IV， 4， 
8 [M) ; III， 2， 11. 
(盟111)存gv.sal]1.h. X， 92， 13; X， 97， 4; X， 16， 3; X， 168，4; VII， 
87， 2; 1， 34， 7 Atharvav. sa1ph. XVIII， 2， 7. 
(窪田~，gv. sal]lh. X， 16， 3 ; 13 ; Atharvav. sal]1h. V， 9， 7 ; Ait. br. 
II， 6， 13. 
(盟問~，gv. sa1ph. IX， 2， 10 ; 6， 8 ; X， 121， 2 ;λtharvav. sa1ph. 
vn， 111， 1 ; XVI，ム 5; sat. br. XIV， 3， 2， 5. 
(Si 1く u 兵士主ぽ7l' t宗 c~Q ~王将7l' Q .v丹~^'l (心.;:;.¥-' ~'} "" 0 cf. sat. br. X， 6， 
3， 2. 
(罰4l) v. W.Neisser : ~um Wort巴rbuchdes .l.'gveda， Leipzig. 1. Heft， 
1924， pp. 137-138 ; II. Heft， 1930， pp. 26-29. 
(Si r() Atharvav. sa1ph. VI， 104， 1; Ait. br. II， 6; sat. br. VI， 6， 
26， cf. II， 4， 2， 21. 
(国守宅 Atharvav.sal]1h. VI， 18， 3 徽sgiiC ~、!Jお;~) >¥J Q ，~~持lJ

r~~三モト Q ~;ミ会必殺þ :cJ C瓦五v.grh. siit. III， 6， 8) 
(問。 E.Windisch : BksGW. 1891， pp. 163 ff. 
(同 1) i t，永t<Q .g ~i習会 4日時 J(GedankenschnelI， swift as thought) .¥J 

:l;í塔 7Y7認会犯人J .v Q ;:lさ鵠ベJ~νキe:d.側廷判長心。
cf. e. g. ~~gv. sa1ph. VI， 62， 3; 1， 23， 3; 117， 15; IV， 26， 5. 
(対 1i) ~， gv. sa1ph. X， 58. υQトネ K ~~実 L ν±ゴ同~ ~ gatamanas 

“bewusstlos" Taitt. sa1ph. VI， 6， 7， 2; Mait. sa1ph. IV， 7， 2 ; K長引1.sal]1h. 
XXIX， 2 ;¥1 i10.密i。
(同 11¥) itヨsu“hewusstlos" Taitt. salph. II， 1， 1， 4; VI， f， 7， 2 
gatヨsu"tot" ~~gv. sa1ph. X， 18， 8 Atharvav. sa1ph. XVIII， 2， 59 ; sat. 
br. V， 2， 4， 10. par五su.vyasu “totη 士~ '" II' ，;，ト "'Q必。
(討図 Atharvav.sa1ph. VIII， 2， 26. (cf. 27);<~ Mharvav. sal]1h. 
VIII， 1， 1 ; 15 ; V， 30， 1が J徽gj。
(問問 uヰl1遺書き~ \-':l;í~ asunlta-CAtharvav. salph. XVIII， 2， 56) 
asuniti， (Vgv. sa1ph. X， 16， 2; 15， 14; 12， 4 59， 5 6 Mharvav 
sa1ph.XVIII， 3， 59) ~ 1 :J:i"~ ν~iミ必さと~'t!初心持 L O 

リヰ 223 争中長 J キ<-，'ド穏ロトヤ:l;í~ rト κQi，三Fb岬JJ y ぬゆ ;~Þ i ~Þ r主主at( Q ~ 

どJさぎの¥-'i記jω純~~~ ミ雪村~ iS，~ Q ~i:手当字JCSeelengeleit ， Psychopompoめ

ま~ (i ¥-' 1.]ヰピおのギト令c:l;i~ '"" 11;雲誌や f 心 ~N.ðO
cf. Arbmann : op. cit. II， pp. 29-42.国!J治団4l)総Ejo
(貯4く Nir.XI， 18: ye pral)am anvIyul); Durga ad locum: p尚早amふ
tramiirtayal)， asthiilavigrahal); S江y.ad ~\gv. sa1ph. X， 15， 1 : asum， asmat-
pri'il1am iyul)， rak百itu1ppraptまJ); Mah. ad V面j.sa1ph. XIX， 49: ye cヨsu1p
pr五l)amjyu1)， v長t宝tm吾no vヨtariipa1ppr韮ptヨiヌ， S吾y.呂dAtharvav. sa1ph. 
XVIII. 1，44: ye 'su1p pral)am jyulj pral)Opalak$ita1p lingaねrira1pprapt引1.
(悶4l) Brh. ar. up. IV， 4， 1-2 (=sat. br. XIV， 7， 2，1-3) ; cf Chqnd. 
up. VI. 15， 1-2; Kau阜.up.班， 3-4. 

(貯r() ti !，iif Ciiif幸三口、.) 日~~ど~~:~~~Q ~己完;いの治キ単純穏ヲミ。
cf. sa1pkara ad loc. Dvivedaga合ga呂dsat. br. XIV， 7， 2， 3.; D巴ussen
Syst. d. Ved. pp. 405-406. 

(同~) cf. K吋h.up. II， 6， 8 ; svet. up， VI， 9; Mait. up目 VI，10; 
Sarvop. sヨra16 

(~く 0) cf. Ved. siit. IV， 2， 6-11; !I[， 1， 1-6. (1，4，1-7) ; sa1pk. 
ad loc， ; Ved知 tas.SS 78-122;討中.k"lr. vv， 38-40;日1p.siit. III， 7-16. 
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